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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

 日本人の思春期の体格と体力・運動能力は異なる時代変化を示し、両者の間にはインバランスが

生じている。現在、教育現場においては身長、体重、Body Mass Index といった体格指標が用いら

れる。しかし、体力・運動能力の発揮には体脂肪量（Fat Mass）と除脂肪量(Fat Free Mass)のバラ

ンスがより重要である。本研究ではそれらを反映する 2 つの身体組成指数、すなわち脂肪指数（Fat 

Mass Index：FMI）および除脂肪指数（Fat Free Mass Index：FFMI)を用い、それらを指標とす

る体格の類型化（カテゴリー化）を試み、身体組成カテゴリー別の体力・運動能力の特性および評

価方法を検討することを目的とした。（第一章） 

第二章では、高校生 1,482 名(男子 815 名、女子 667 名)を対象とし、身体組成指数を用いた体格の

カテゴリー化に加えて、各カテゴリーの体力・運動能力特性を男女別に検討した。FMI、FFMI を

変数としたクラスター分析により、男女とも対象者を 6 つのカテゴリーに分類した。各カテゴリー

の特徴は低 FFMI 低 FMI(カテゴリー1)、低 FFMI 普通 FMI(カテゴリー2)、高 FFMI 低 FMI(カテ

ゴリー3)、高 FFMI 普通 FMI（カテゴリー4)、高 FFMI 高 FMI(カテゴリー5)、高 FFMI 超高 FMI(カ

テゴリー6)であった。カテゴリー3 および 4 は他のカテゴリーと比べて優れた体力・運動能力を示

した。 

第三章では、第二章で示された身体組成カテゴリーを教育現場に導入することを狙い、カテゴリー

の境界域の再定義を試みた。第二章の境界域は非線形であったことから、これを線形にて示すこと

を検討した。第二章のデータを用い、カテゴリー移行が最小限になるように境界域を定めた。カテ

ゴリー移行は男女とも 10%未満に抑えられたこと、各カテゴリーの体力・運動能力の変更が認めら

れないことを確認した。さらに、第二章と異なる高校の男女(男子 127 名、女子 145 名)に新しい境

界域を適用しても、各カテゴリーの各カテゴリーの体力・運動能力特性は変わらないことを確認し

た。以上から、新しい境界域によるカテゴリー分類を身体組成カテゴリーモデルと定義した。 

第四章では、高校生期の 2 年間（1 年次と 3 年次の 4～5 月）における身体組成指数および体力・運

動能力の縦断変化を調査し、身体組成カテゴリーの維持および移行と体力・運動能力の変化との関

係を検討した。高校生 520 名(男子 288 名、女子 232 名)を対象とし、2 年間の体力・運動能力変化

をみると、全体的に男子では向上傾向、女子では下降傾向がみられ、これは日本全体の傾向と同様

であった。しかし、カテゴリーを 3、4 に維持する、もしくは他カテゴリーから 3、4 に移行するケ

ースにおいては、他のケースと比べて体力・運動能力が維持・改善される傾向がみられた。 

第五章では、各身体組成カテゴリー別の体力・運動能力評価方法を検討した。各カテゴリーの体力・



運動能力得点の分布に基づき、5 段階評価表を作成した。そして、この評価表の有効性や課題につ

いて考察した。 

第六章では、第二章から第五章までの知見を統合し、提案する身体組成カテゴリーモデルおよびカ

テゴリー別の体力・運動能力評価の優位性を考察した。また、それらを教育現場に導入するための

今後の検討課題を整理した。 

 これまでの体格・身体組成や体力･運動能力の評価は集団の平均値を用いて行われることが多い。

それに対して本研究は、思春期特有のそれらの発育発達を考慮した初めての評価モデルを提案して

いる。それらは横断的にも縦断的にも検証され、十分な根拠をもとに提案されている。教育現場に

導入するためにはまだ解決すべき課題があるが、従来の評価に対して問題提起ができ、かつ新しい

評価の可能性を示した。学術的にも社会的も価値の高い研究と考えられた。よって本調査委員会は、

厳正なる審査の結果、本論文は博士（芸術工学）の学位に値すると判定した。 

 

 

  




